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      陳  靜 妮 (Chen Jing-Ni) 氏から学位申請のため提出された論文の審査要旨 

 

 

題 目   Dose distribution estimation toward CT-less adaptive carbon ion radiotherapy
 for liver tumors using the divided-volume matching technique 

              （分割体積マッチング法を用いた肝腫瘍に対するCTレス適応炭素線治療に向けた線

量分布評価） 

            Physics in Medicine and Biology 68(20):205018, 2023    
            Jing-Ni Chen, Tatsuya Ohno and Mutsumi Tashiro 
 

論文の要旨及び判定理由 

分割体積マッチング(DVM)法は、治療位置決め時の2次元X線画像に合うようにCTボリューム中の関

心体積の変位を定量できる技術であり、筆者らのグループが開発したものである。DVM法にて得られ

るCTボリュームはX線画像の解剖学的構造を反映することから、本研究は本手法を炭素線治療時の

日々の患者の解剖学的構造変化に対する線量分布評価への応用可能性について検討した。ファント

ムや肝腫瘍患者に対して治療照射室内CTと比較することにより評価を行い、ほとんどの症例で室内CT

と同等の結果が得られること、また、従来よりも適切なアイソセンタ設定が可能であることが示された。た

だし、消化管がビーム経路上にありそれがビーム飛程変化を誘発するような場合には、DVM法の結果

に乖離が認められ、本研究は確認のため室内CTの定期的な併用を提案している。CTを用いない適応

炭素線治療に向けた新規手法の提案に対して妥当性が認められ、博士（医学）の学位に値するものと

判定した。 
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